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	 本学会の第 48 回定期総会を下記の要領により開催いたします。	

	 現代における市民社会の再編成が教育法制に与えている影響という視角から教育法

現象を分析する必要があります。会員の皆様の積極的なご参加をお願い申し上げます。	

	

	 	 2018 年 4 月	

日本教育法学会会長	 成嶋隆	

記 
 
１ 期 日：  2018年6月2日（土）～6月3日（日） 
 
２ 会 場：  東北学院大学・土樋キャンパス（4面「会場案内」参照） 
 
３ 全体テーマ： 教育における平等と「市民社会」 
 
４ ご案内 
  (1)参加費：会員、傍聴者とも1,000円（資料代を含む）です。 
   
   (2)会費：今年度までの会費に未納分がある会員は、受付で会費の納入をお願い

致します。B会費会員（3,500円、年報なし）の方は、できるかぎりA
会費会員（7,500円、年報あり）への移行をお願い致します。 

 
  (3)懇親会：6月2日の夕刻、会員相互の親睦をはかるための懇親会を開催致しま

す。奮ってご参加ください。参加費は4,000円です。 
 
★事前準備のため、総会及び懇親会への参加のご予定を同封のハガキ（お手数で
すが62円切手をお貼りください）、または、電子メールにて5月10日（木）
までに学会事務局までお知らせください。 

 

                        日本教育法学会事務局 
                         〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐 2の町 8050 番地 
             新潟大学教育学部 世取山洋介研究室気付 
                         Tel 025-262-7239 

          E-mail education_law_k@yahoo.co.jp 
                         URL http://jela1970.jp 



第１日目 6 月２日（土）  受付開始 ９：００ 
 
 
◆自由研究発表（9：30～12：00） 
 発表 A（ホーイ記念館 H303 教室）   

司会 内野正幸（中央大学）・光本滋（北海道大学） 
   (1)「米軍統治下における琉球大学の管理運営制度-琉球大学設置法・管理法の

成立過程を中心に‒」        日永龍彦（山梨大学） 
  (2)「高校生の政治活動の自由と学校の政治的中立性」 

 淡路智典（東北文化学園大学） 
  (3)「主権者教育の原理的考察─ 新自由主義と政治教育──｢ホモ・エコノミクス｣

と｢ホモ・ポリティックス｣の関係をめぐって」	 佐貫浩（法政大学名誉教授） 
   (4)「道徳の教科化とキリスト教系私立学校のその後－－「苦悩」の行方は？－－」                

中村英（東北学院大学） 
 
 発表 B（ホーイ記念館 H304 教室）             司会 丹羽徹（龍谷大学） 
  (1)「学校における修復的司法・実践と子どもの権利擁護」 

                      竹原幸太（東北公益文科大学） 
  (2)「いじめ防止対策推進法体制の批判的検討」  前島康男（東京電機大学）                       
  (3)「大川小学校津波被災訴訟控訴審判決（仙台高裁）の検討」 
                                                       三上昭彦（元明治大学） 
 

＊昼休み（12：00～13：00） 
 
◆事務総会（13：00～14：00 ホーイ記念館地下 1階ホール） 
  主要議事：学会活動報告、年報編集委員会報告、会計報告・監査ほか 
 
◆研究総会（14：00～17：30 ホーイ記念館地下 1階ホール） 
 
  報告(1)「米国における財政平等と教育の適正性をめぐる法的問題 
       ―州裁判所の役割― 」      マイケル・レベル（コロンビア大学） 
      Fiscal Equity and Educational Adequacy in the United States: The 

Role of the State Courts.  Michael A. Rebell (Columbia University)  
 
  報告(2)「日本における新自由主義教育改革立法と教育人権」 

      世取山洋介（新潟大学） 
 
 
◆懇親会（18：00～20：00 TKP ガーデンシティ仙台） 
                              ＊JR 仙台駅徒歩 2分 



第２日目 6 月 3日（日）  受付開始 ９：００ 
 
 
◆分科会（9：30～12：30） 
 
 第 1 分科会「教育の無償化と教育法」（ホーイ記念館 H303 教室） 
            司会 石井拓児（名古屋大学）・斎藤一久（東京学芸大学） 
 
  報告(1)「教育の無償制の諸論点」  今野健一（山形大学） 
 
  報告(2)「高等教育の無償化と学問の自由――フランスにおける議論を素材にして」                  

堀口悟郎（九州産業大学） 
 
  報告(3)「教育の無償性の政策動向と制度原理」 田中秀佳（名古屋経済大学） 
 
 
 第 2 分科会「家庭教育と国家」（ホーイ記念館 H304 教室） 
  司会 小泉広子（桜美林大学）・葛西耕介（愛知県立大学） 

 
  報告(1)「憲法から見た家庭教育と国家」  植野妙実子（中央大学） 
 
  報告(2)「親権者の監護教育の権利義務とは何か――養育と教育を区別する視点」  

二宮周平（立命館大学） 
 
  報告(3)「親の「第一義的責任」論の戦後政策史――国家と家庭の関係はどう変わ

ってきたか」              広井多鶴子（実践女子大学） 
 

＊昼休み（12：30～13：30） 
 
◆公開シンポジウム（13：30～16：30 ホーイ記念館地下 1階ホール） 
 「いじめ・体罰・スポーツ部活」 
 司会 大島佳代子（同志社大学）・前島康男（東京電機大学） 
 
  報告(1)「運動部活動の問題と法、制度、権利」	 	 神谷拓（宮城教育大学） 
 
  報告(2)「指導死をつくりだすもの、そだてるもの」 
                                              大貫隆志（「指導死」親の会） 
  報告(3)「第三者委員会と紛争処理」  土屋明広（金沢大学） 
 
    報告(4) 「第三者委員会によるいじめ調査の教育法的検討―被害者の「知る権利」

に関わって」  山岸利次（宮城大学） 



会 場 案 内 
 
○東北学院大学・土樋キャンパス（〒980-8511 仙台市青葉区土樋一丁目 3-1） 
 ＜アクセス＞・JR「仙台駅」から徒歩約 20 分 
       ・地下鉄南北線「五橋駅」または「愛宕橋駅」から徒歩約5分 
       ・バス停「五橋駅」から徒歩約5分 

  

＜会場＞ 
27 ホーイ記念館（理事会、プレシンポ、自由研究発表、総会、分科会、公開シンポ） 
 ＊懇親会会場「TKP ガーデンシティ仙台」については、別途ご案内致します。 


